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夫
馬

進
著

燕
行
使
と
通
信
使

金

柴
(
翻
詩
・
清
水

き鎮

書
評
者
は
韓
岡
で
「
朝
鮮
後
期
の
漢
文
皐
」
を
専
攻
し
て
い
る
若
手
の
研

究
者
で
あ
る
。
数
年
前
か
ら
知
人
た
ち
を
逼
じ
て
夫
馬
進
数
授
の
ご
隼
名
と

ご
向
学
問
に
つ
い
て
耳
に
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
二

O
O
八
年
八
月
の
初
め
、
韓

園
天
安
市
に
あ
る
刺
鮮
の
著
名
な
賓
撃
者
、
湛
軒
洪
大
容
(
一
七
三
会
ー
八

一
二
)
先
生
の
生
家
跡
お
よ
び
墓
所
を
訪
問
し
た
席
で
、
初
め
て
ご
挨
拶
す
る

機
舎
を
得
た
。
そ
れ
は
、
夫
馬
進
教
授
の
今
回
の
力
作
『
燕
行
使
と
通
信

使
』
(
韓
園
、
新
書
苑
、
二

O
O
八
)
が
出
版
さ
れ
た
、
ま
さ
に
そ
の
直
後

で
あ
っ
た
。

夫
馬
進
教
授
は
明
清
一
吐
曾
史
分
野
で
の
著
名
な
研
究
者
で
あ
る
と
存
じ
上

げ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
方
が
韓
園
史
を
中
心
に
据
え
、
明
清
と
朝
鮮
、
朝

鮮
と
日
本
の
聞
の
園
際
関
係
の
中
で
、
は
ば
虞
い
覗
野
か
ら
皐
術
・
文
化
史

の
姿
を
捉
え
た
本
書
を
山
川
さ
れ
た
と
い
う
黙
が
畏
敬
す
る
に
値
す
る
。
本
書

の
中
で
藤
本
幸
夫
救
授
の
お
名
前
が
何
度
も
奉
が
っ
て
い
る
の
も
驚
き
で
あ

っ
た
。
一
昨
年
に
藤
本
幸
夫
数
授
の
『
日
本
現
存
朝
鮮
本
研
究
集
部
』

(
京
都
大
挙
準
術
出
版
舎
、
二

O
O
六
)
を
拝
見
し
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
る

民
心
と
皐
問
の
精
密
さ
に
感
嘆
し
た
の
だ
が
、
お
二
方
が
長
年
の
知
人
で
あ

る
と
い
う
事
賓
を
知
っ
て
、
京
都
大
向
学
中
圏
内
学
の
向
学
風
と
名
撃
に
改
め
て
驚

嘆
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

書
評
者
は
燕
行
使
と
通
信
使
に
閥
心
を
抱
い
て
い
る
も
の
の
、
自
身
の
皐

問
の
年
輪
や
研
究
分
野
の
幅
か
ら
見
れ
ば
、
近
世
の
東
洋
三
園
を
合
わ
せ
る

庚
大
な
研
究
領
域
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
夫
馬
進
教
授
の
大
作
を
書
評
す
る
と

い
う
の
は
、
首
初
分
に
過
ぎ
た
こ
と
で
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
身
に
徐
る

光
条
と
思
い
、
書
評
を
念
頭
に
置
い
て
護
み
始
め
た
。
そ
し
て
、
単
な
る
専

攻
分
野
の
遣
い
だ
と
谷
易
く
考
え
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
、
書
評
者
の
力
不

足
を
切
に
感
じ
た
。
そ
の
た
め
、
本
格
的
な
書
評
は
で
き
ず
、
書
評
者
の
は
官

見
で
見
て
感
じ
た
黙
の
一
端
を
こ
こ
に
記
し
た
。
そ
の
道
の
大
家
た
る
諸
氏

の
了
解
を
願
う
次
第
で
あ
る
。
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本
書
は
一
篇
を
除
き
、
一
九
八
八
年
か
ら
二

O
O六
年
ま
で
に
日
本
で
溌

表
さ
れ
た
個
々
の
論
文
を
編
輯
し
て
、
ま
ず
韓
園
で
車
行
本
と
し
て
出
版
さ

れ
る
と
い
う
濁
特
の
経
過
を
辿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
朝
鮮
を

中
心
に
据
え
て
、
明
清
、
日
本
、
琉
球
と
の
園
際
閥
係
の
中
で
、
常
時
の
朝

鮮
の
皐
術
の
朕
況
を
検
討
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
本
書
の
目
次
を
示

せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
部
十
六
・
十
七
世
紀
、
燕
行
使
の
中
園
観
察

第
一
章
寓
暦
二
年
朝
鮮
使
節
の
「
中
華
」
園
批
判

第
二
章
越
憲
『
東
還
封
事
』
に
み
え
る
中
国
報
告

第
三
章
関
鼎
重
『
燕
行
日
記
」
に
み
え
る
王
秀
才
問
答
に
つ
い
て



十
八
・
十
九
世
紀
、
燕
行
使
と
通
信
使
に
お
け
る
皐
術
論
議
と
皐

術
交
流

第
四
章
朝
鮮
燕
行
使
申
在
植
の
宗
霊
碑
』
に
見
え
る
漢
皐
・
宋
挙
論
議

と
そ
の
周
遅

第
五
章
朝
鮮
通
信
使
に
よ
る
日
本
士
円
撃
の
認
識
|
|
朝
鮮
燕
行
使
に
よ

る
清
朝
漠
同
学
の
把
握
を
視
野
に
入
れ

第
六
章
一
七
六
四
年
朝
鮮
通
信
使
と
日
本
の
但
徳
附
晶
子

第
七
章
朝
鮮
通
信
使
と
日
本
の
書
籍
|
|
古
島
で
ほ
校
勘
撃
の
著
作
と
古

典
籍
を
中
心
に

第
三
部
燕
行
録
と
使
朝
鮮
録

第
八
章
日
本
現
存
朝
鮮
燕
行
録
解
題

第
九
章
使
琉
球
録
と
使
朝
鮮
録

第

部
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各
章
を
論
許
す
る
前
に
、
ま
ず
一
つ
の
事
案
に
一
一
言
及
し
よ
う
と
思
う
。
燕

行
録
の
資
料
問
題
で
あ
る
。
韓
園
で
は
最
近
、
燕
行
録
に
針
す
る
関
心
が
大

い
に
高
ま
っ
て
い
る
。
二

0
0
一
年
一

O
月
、
林
基
中
編
『
燕
行
録
全
集
』

(
東
園
大
向
学
校
出
版
部
)
一

O
O
所
(
三
九
人
種
牧
録
)
が
刊
行
さ
れ
た
こ

と
に
鰯
愛
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
燕
行
録
全
集
円
本
所
蔵
編
』
一
一
一
切
は
別
所

非
責
品
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
夫
馬
進
教
授
が
蒐

集
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
六

O
l
六
二
年
、
成
均
館
大
向
学
校
大
束
文
化
研

究
院
か
ら
『
燕
行
録
選
集
』
上
下
加
(
三

O
種
牧
録
)
が
出
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
林
基
中
教
授
個
人
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
わ
ず
か
四

O
年
で
総
集

の
成
果
を
奉
げ
た
わ
け
で
あ
る
。
二

O
O
八
年
二
月
に
は
、
再
び
成
均
館
大

島
ナ
校
大
東
文
化
研
究
院
か
ら
『
燕
行
録
選
集
補
遺
」
三
冊
(
二

O
種
収
録
)

が
出
さ
れ
、
二

O
O
八
年
三
月
に
は
、
林
基
中
編
「
燕
行
録
績
集
』
(
命
文

枇
、
非
責
口
m)
五
O
冊
(
一
七

O
程
牧
録
)
が
追
加
刊
行
さ
れ
た
。
燕
行
録

の
範
轄
を
慶
く
捉
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
合
計
六
百
種
近
い
燕
行
録

が
集
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
五
百
年
近
く
ほ
ぼ
同
じ
使
行
路
を
通
り
な
が
ら

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
放
行
記
が
遺
さ
れ
た
と
い
う
事
賓
は
、
世
界
史
的
に
稀
な

こ
と
だ
と
著
者
は
言
う
。
燕
行
録
は
現
在
、
中
園
で
も
高
い
関
心
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
で
は
、
夫
馬
進
教
授
が
最
も
旺
盛
に
研
究
を
愛
表

し
て
い
る
。
会
方
、
林
基
中
編
『
燕
行
録
全
集
」
お
よ
び
『
燕
行
録
績
集
』

は
、
そ
の
功
労
と
同
じ
く
ら
い
問
題
も
抱
え
て
い
る
。
賓
に
膨
大
な
作
業
を

会
個
人
が
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
首
然
の
結
果
か
も
知
れ
な
い
。
編
集
の
凡

例
も
な
く
、
資
料
の
解
題
は
お
ろ
か
、
現
在
の
所
裁
も
全
く
明
ら
か
に
せ
ず
、

そ
の
上
、
平
安
道
、
成
鏡
逗
の
紀
行
と
詩
集
(
表
題
が
『
西
行
録
』
『
北
行

録
』
)
や
日
本
へ
の
通
信
使
行
記
録
(
表
題
『
随
栓
日
銀
』
)
ま
で
も
含
め
る

誤
り
を
犯
し
て
い
る
。
撰
者
の
誤
謬
、
撰
者
考
諮
の
放
棄
な
ど
問
題
は
一
つ

二
つ
で
は
な
い
。
韓
園
人
が
韓
園
資
料
を
編
纂
し
て
、
外
園
人
に
よ
り
考
訂

(
l
)
 

さ
れ
る
状
、
出
と
な
っ
た
。
ま
た
、
最
近
、
韓
園
で
は
燕
行
録
に
封
す
る
熱
気

の
高
ま
り
に
よ
り
、
燕
行
録
関
聯
の
研
究
論
文
を
す
べ
て
網
羅
し
た
『
燕
行

(
2
)
 

録
研
究
叢
書
』
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
現
取
は
す
べ
て
林
基
中
編
『
燕
行
録
全

集
』
の
出
版
に
偶
愛
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
、
燕
行
録
研
究

の
幅
と
深
さ
を
見
せ
て
く
れ
る
成
果
が
、
さ
ほ
ど
日
に
つ
か
な
い
と
い
う
貼

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貼
か
ら
、
夫
馬
進
教
授
の
本
書
が
提
示
し
て
い
る
、

比
較
史
の
方
法
を
基
盤
と
し
た
資
料
客
観
化
の
視
角
は
、
教
え
て
く
れ
る
貼

が
多
い
と
言
え
よ
う
。
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第
一
部
「
十
六
・
十
七
世
紀
、
燕
行
使
の
中
園
観
察
」
に
掲
載
さ
れ
た
三
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篇
中
、
第
二
早
と
第
二
章
は
高
暦
二
年
(
一
五
七
四
)
の
朝
鮮
使
節
許
箭

(
一
五
五
一
!
八
八
)
と
越
憲
(
一
五
四
四
l
九
一
一
)
の
使
行
日
記
を
通
じ

て
、
明
園
の
賓
相
報
告
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
知
識
人
た
ち
の
小

中
華
意
識
の
淵
源
に
つ
い
て
は
全
く
無
関
心
で
あ
る
現
献
を
反
省
し
て
み
よ

う
と
い
う
、
夫
馬
準
教
授
の
問
題
提
起
は
斬
新
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
壬

申
倭
乱
の
際
に
明
の
救
援
を
受
け
、
以
後
、
満
洲
族
(
後
の
清
朝
)
に
探
閲

さ
れ
る
こ
と
で
生
じ
た
「
朝
鮮
の
小
中
華
玄
識
」
を
、
そ
の
よ
う
な
事
件
が

起
こ
る
以
前
、
知
識
人
た
ち
が
「
中
華
」
の
土
地
で
あ
る
明
を
放
行
し
た
際

に
、
何
を
見
、
ど
の
よ
う
に
記
録
し
た
か
に
よ
っ
て
探
ろ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
政
治
的
に
も
枇
合
的
に
も
い
ま
だ
比
較
的
堅
賓
な
時
代
で
あ
っ
た
こ
の

時
期
、
明
の
有
様
を
見
な
が
ら
、
二
人
の
朝
鮮
知
識
人
は
現
賓
の
中
図
を
ほ

ぼ
「
中
華
」
人
の
立
場
か
ら
強
力
に
批
判
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
朝
鮮

の
「
小
中
華
」
意
識
は
満
洲
族
に
よ
る
明
朝
崩
壊
以
前
に
す
で
に
胎
動
し
て

い
た
と
結
論
手
つ
け
た
。

第
二
章
で
は
、
超
憲
が
婦
問
し
て
す
ぐ
さ
ま
園
王
に
提
出
し
た
「
束
還
封

事
」
に
み
え
る
中
園
報
告
は
、
本
人
の
「
朝
天
円
記
』
で
の
描
篤
と
異
な
り
、

中
岡
現
地
で
目
撃
し
た
否
定
的
な
有
様
は
除
去
し
て
、
望
ま
し
い
枇
舎
の
有

様
に
歪
曲
し
報
告
し
て
い
る
事
賓
を
指
摘
し
、
そ
の
理
由
|
|
朝
鮮
の
現
朕

を
批
判
す
る
た
め
に
は
中
園
を
完
全
な
理
想
図
家
と
し
て
提
示
す
る
方
が
妓

果
的
で
あ
る
ー
ー
を
説
明
し
た
。

第
三
章
は
、
関
鼎
重
(
一
六
二
八
l
九
二
)
の
『
燕
行
日
記
』
に
載
せ
ら

れ
た
玉
田
懸
の
主
秀
才
と
の
「
筆
談
」
資
料
を
旧
い
て
、
河
北
省
の
小
都
市

の
一
士
人
が
有
し
て
い
た
圏
内
外
の
情
勢
な
ど
に
関
聯
し
た
常
識
を
、
一
つ

一
つ
紹
介
し
て
い
る
。
嘗
時
の
中
園
人
な
ら
ば
文
章
で
書
き
記
す
気
に
も
な

ら
な
い
風
俗
、
現
事
、
常
識
、
心
理
な
ど
を
、
異
邦
人
の
族
行
記
は
詳
細
に

収
め
て
い
る
の
だ
が
、
私
的
記
録
の
魅
力
を
よ
く
看
取
し
た
論
文
で
あ
る
と

二
百
え
よ
、
っ
。

第
一
部
が
朝
鮮
使
行
員
の
目
に
映
っ
た
明
・
清
の
有
様
の
観
察
な
ら
ば
、

第
二
部
「
十
八
・
十
九
世
紀
、
燕
行
使
と
通
信
使
に
お
け
る
随
一
千
術
論
議
と
皐

術
交
流
」
は
、
よ
り
本
格
的
な
場
か
ら
同
学
術
交
流
の
賓
相
を
導
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

第
四
章
「
朝
鮮
燕
行
使
申
在
植
(
一
七
七

0
1
一
八
四
三
)
の
『
筆
謹
』

に
見
え
る
漢
撃
・
宋
皐
論
議
と
そ
の
周
透
」
は
、
藤
塚
郊
の
大
著
『
清
朝
文

化
東
俸
の
研
究
」
(
国
書
刊
行
合
同
、
一
九
七
五
、
一
九
三
五
年
の
東
京
帝
国

大
皐
博
士
皐
位
請
求
論
文
を
復
刻
)
で
見
過
ご
さ
れ
た
部
分
|
|
清
朝
漢
撃

は
果
た
し
て
金
正
喜
の
錦
図
(
一
八
一

O
)
と
と
も
に
順
調
に
普
及
し
た
の

か
|
|
に
主
眼
を
置
き
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
一
八
二
六
年

の
冬
至
乗
謝
思
使
の
副
使
と
し
て
北
京
に
赴
い
た
申
在
植
と
、
葉
志
読
・
李

薄
短
・
正
喜
孫
・
王
筋
な
ど
清
の
皐
士
た
ち
と
の
聞
の
四
回
の
舎
ム
口
で
交
わ

さ
れ
た
筆
談
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
談
の
内
容
に
関
聯
し
て
、
一
八

二
二
年
、
随
行
員
の
身
分
で
朝
鮮
清
を
往
復
し
た
後
、
引
き
績
き
向
学
術
書

簡
を
往
復
し
つ
つ
清
の
皐
士
た
ち
の
「
漢
撃
」
を
論
駁
し
た
金
善
臣
(
一
七

七
五
1

一
八
四
六
頃
)
の
資
料
が
収
集
さ
れ
た
。
漢
苧
(
考
諮
皐
)
の
絶
頂

期
で
あ
っ
た
清
朝
と
遣
い
、
宋
島
ナ
(
朱
子
向
学
)
が
一
貫
し
て
園
H
疋
で
あ
っ
た

地
が
朝
鮮
で
あ
り
、
金
善
臣
と
申
在
植
は
宋
撃
の
信
奉
者
も
し
く
は
宋
皐
擁

護
論
者
の
立
場
か
ら
、
清
朝
の
現
朕
が
文
化
的
秩
序
の
混
乱
の
中
に
あ
る
と

い
う
、
深
刻
な
憂
慮
を
表
明
し
た
と
す
る
。

第
五
章
「
朝
鮮
通
信
使
に
よ
る
日
本
古
準
認
識
|
|
朝
鮮
燕
行
使
に
よ
る

清
朝
漠
皐
の
把
握
を
頑
野
に
入
れ
」
は
、
こ
れ
ま
で
燕
行
使
と
逼
信
使
が
別

途
研
究
さ
れ
て
き
た
の
を
反
省
し
、
更
に
、
朝
鮮
文
化
の
日
本
へ
の
停
達
と
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い
う
一
方
的
楓
角
だ
け
で
研
究
さ
れ
て
来
た
通
信
使
研
究
に
封
し
て
、
そ
の

逆
の
日
本
か
ら
の
知
的
刺
激
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
の
古
苧
形

成
と
清
朝
で
の
漢
撃
愛
生
が
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
燕
行

使
と
通
信
使
、
こ
の
雨
使
節
が
獲
得
し
た
異
園
の
向
学
術
情
報
が
朝
鮮
で
ど
の

よ
う
に
交
差
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
会
七
四
八
年
の
通
信

使
行
に
限
定
し
て
筆
談
資
料
を
収
集
し
、
彼
ら
の
日
本
古
間
半
に
釘
す
る
認
識

を
考
察
し
た
結
果
、
次
の
貼
を
指
摘
し
た
o
(
1
)

日
本
古
撃
が
反
未
子
皐

立
場
に
立
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
士
口
圭
目
を
讃
む
た
め
に
は
そ
の
首
時
の
言

語
に
精
通
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

H
本
の
経
典
解
稗
方
法
論
が
、
通

信
使
一
行
に
惇
え
ら
れ
た
。
通
信
使
一
行
た
ち
は
日
本
の
こ
の
よ
う
な
墜
問

風
土
を
慨
嘆
し
た
。

(
2
)
幹
線
で
あ
る
燕
行
使
の
同
学
術
情
報
探
知
機
能
が

暫
時
停
止
し
た
問
、
支
線
で
あ
る
通
信
使
の
墜
術
情
報
探
知
は
賓
時
間
で
惇

え
ら
れ
た
o
(
3
)

一
七
四
八
年
の
通
信
使
は
清
朝
漢
撃
が
何
な
の
か
全
く

分
か
ら
な
い
ま
ま
日
本
古
皐
と
接
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
期
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
皐
術
動
向
を
ま
ず
把
握
し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
通
信
使
の
方
で
あ
っ

た
。
中
園
か
ら
皐
聞
を
、
水
ら
く
受
存
し
て
き
た
朝
鮮
の
歴
史
に
お
い
て
、
日

本
古
学
に
釘
す
る
把
握
の
困
難
さ
、
圏
内
に
正
確
に
惇
達
す
る
こ
と
の
困
難

さ
な
ど
も
相
候
っ
て
、
以
後
、
向
学
術
史
の
展
開
に
一
定
の
鈴
波
を
残
し
た
。

第
六
章
「
一
七
六
四
年
朝
鮮
通
信
使
と
日
本
の
但
徳
皐
」
は
第
五
章
の
績

篇
に
該
常
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
七
六
四
年
の
通
信
使
を
通
じ
て
雨
園
の
皐

術
閥
係
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
に
は
な
い
異
質
的
な
皐

問
に
日
本
で
接
す
る
際
に
ど
の
よ
う
に
封
癒
し
、
婦
園
後
、
ど
の
よ
う
に
紹

介
し
た
の
か
と
い
う
黙
で
あ
る
。
一
七
六
四
年
の
通
信
使
は
「
但
徳
皐

(
一
以
)
」
に
封
す
る
認
識
の
進
展
を
果
た
し
、
『
但
採
集
』
『
詩
遁
』
「
詩
名
』

な
ど
の
書
を
入
手
し
て
蹄
園
し
た
。
以
前
に
比
べ
て
雨
図
の
皐
術
関
係
が
大

き
く
韓
換
し
た
わ
け
だ
が
、
通
信
使
行
員
た
ち
は

H
本
の
皐
術
を
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
も
せ
ず
、
ま
た
蹄
園
後
ろ
く
に
惇
え
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由

は
、
宋
儒
に
よ
ら
な
い
で
経
典
を
論
ず
れ
ば
最
重
な
庭
罰
を
受
け
る
朝
鮮
の

現
賓
、
有
史
以
来
日
本
の
向
学
術
を
受
け
入
れ
た
経
験
が
一
度
も
な
か
っ
た
黙
、

「
小
中
華
意
識
」
で
清
朝
の
向
学
術
文
化
さ
え
受
け
入
れ
る
こ
と
を
拒
絶
し
て

い
た
黙
な
ど
の
た
め
で
あ
る
。
日
本
の
向
学
術
が
目
に
見
え
る
形
で
影
響
を
奥

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
七
六
四
年
か
ら
竿
世
紀
が
経
っ
た
後
、
丁
若

錬
(
一
七
六
二

l
一
八
三
六
)
と
金
正
喜
(
一
七
八
六
l
一
八
五
六
)
た
ち

に
よ
っ
て
で
あ
る
。

第
七
章
「
朝
鮮
通
信
使
と
日
本
の
書
籍
|
|
士
口
皐
汲
校
勘
阜
の
著
作
と
古

典
籍
を
中
心
に
」
で
は
、
通
信
使
た
ち
が
古
皐
泳
、
特
に
但
旅
阻
字
汲
が
著
し

た
校
勘
随
一
千
の
著
作
と
、
首
時
日
本
に
惇
え
ら
れ
て
い
た
古
書
籍
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
筆
談
を
交
わ
し
た
の
か
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
七
六
四
年
の

通
信
使
行
さ
え
も
、
日
本
の
校
勘
皐
の
著
作
と
古
書
籍
に
閲
す
る
情
報
は
極

め
て
限
定
的
で
あ
っ
て
、
『
四
庫
全
童
日
』
に
ま
で
収
録
さ
れ
た
「
七
経
孟
子

考
文
補
遺
』
『
古
文
孝
一
経
』
『
論
語
集
解
義
疏
』
な
ど
を
見
た
者
は
、
金
正
喜

が
最
初
だ
と
い
う
。

こ
の
著
書
第
七
章
ま
で
の
第
一
部
と
第
二
部
が
原
資
料
を
通
じ
た
著
者
の

分
析
と
解
程
な
ら
ば
、
第
三
部
第
八
章
「
日
本
現
存
朝
鮮
燕
行
録
解
題
」
と

第
九
章
「
使
琉
球
録
と
使
朝
鮮
録
」
は
、
資
料
自
健
に
つ
い
て
の
概
略
と
考

詮
で
あ
る
。
書
許
者
が
本
書
を
受
け
取
っ
て
何
よ
り
も
ま
ず
調
べ
て
み
た
部

分
は
、
概
旧
越
な
が
ら
第
八
章
で
あ
っ
た
。
文
献
考
訟
と
系
譜
皐
に
大
い
に
閥

心
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
第
八
章
を
謹
ん
で
驚
嘆
を
禁
じ
え

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
資
料
一
つ
一
つ
を
凡
帳
面
に
讃
ん
で
作
者
と
著
作
年

代
を
考
諾
し
て
い
く
、
そ
の
絞
密
さ
の
た
め
で
あ
る
。
資
料
と
情
報
の
面
で
、
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こ
の
よ
う
な
作
業
は
韓
園
の
研
究
者
の
方
が
よ
り
有
利
な
は
ず
だ
が
、
こ
の

部
分
を
讃
ん
で
む
し
ろ
韓
園
の
研
究
者
た
ち
は
猛
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
思
い
が
生
じ
た
。
「
日
本
現
存
刺
鮮
燕
行
録
解
題
」
に
は
微
々
た
る

誤
謬
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は
醤
初
か
ら
林
碁
中
編
『
燕
行
録
全
集
』
(
二

0

0
一
)
の
問
題
黙
に
起
因
す
る
も
の
が
多
い
。
今
、
若
干
の
誤
謬
を
指
摘
し
、

補
充
の
資
料
を
紹
介
す
る
。

7

『
燕
行
日
記
』
二
虫
色
二
冊
、
す
汲
撰

【
補
充
資
料
】
韓
園
管
明
大
曲
学
校
固
書
館
古
文
献
室
に
『
燕
行
別
立
早
』
(
筆

寓
本
、
一
帖
)
が
所
寂
さ
れ
て
い
る
。
手
汲
が
一
七
四
六
年
の
冬
至
謝
恩
使

の
副
使
と
し
て
北
京
に
赴
く
時
、
友
人
た
ち
が
銭
に
賄
っ
た
迭
詩
と
、
途
序
五

十
一
件
を
集
め
装
帖
し
た
も
の
で
あ
る
。
李
将
、
朴
弼
周
、
李
乗
淵
な
ど
十

八
世
紀
中
葉
の
老
論
界
の
名
士
た
ち
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

8

『
丁
亥
燕
桂
録
』
一
巻
一
冊
、
李
心
源
撰

【
補
充
資
料
】
李
心
源
の
生
浸
年
は
一
七
一
一
一
一

i
l
i
-
-

、七

0
0

9

「
燕
行
記
著
』
一
巻
一
冊
、
撰
者
未
詳
(
一
七
八
二
年
の
随
行
員
と
推

{
応
)【

補
充
資
料
】
鄭
存
謙
(
一
七
八
二
年
の
正
使
)
撰
『
燕
行
日
記
』
二
巻

(
韓
圏
、
個
人
所
戴
)
に
随
行
員
名
車
が
あ
る
。
撰
者
は
正
使
件
備
の
本
五
円

経
、
ま
た
は
副
使
伴
伯
の
洪
印
刷
荒
波
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
李
喜
経

(
一
七
四
五
i
一
八

O
五
以
後
)
は
朴
祉
源
(
一
七
三
七
[
一
八

O
五
)
の

門
人
で
あ
り
、
一
七
八
二
年
か
ら
一
七
九
九
年
ま
で
五
回
も
北
京
に
赴
い
た
。

詩
集
と
し
て
『
論
益
集
』
(
潟
本
一
巻
、
天
理
同
書
館
所
寂
)
、
雑
録
と
し
て

『
雪
削
外
史
』
(
寓
本
零
本
一
巻
、
東
洋
文
庫
所
蔵
)
が
惇
わ
る
。
夫
馬
進

教
授
が
停
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
『
燕
行
記
著
』
末
尾
に
は
十
枚
飴
り
の

一
般
詩
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
れ
が
こ
の
書
の
撰
者
を
確
定
で

き
る
端
緒
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

m
M
.

「
燕
行
円
記
』
二
巻
二
冊
、
金
箕
性
撰

【
訂
正
】
こ
の
資
料
を
巡
っ
て
、
近
年
に
今
西
龍
が
紗
(
お
さ
せ
た
よ
う
だ
と

い
う
言
及
は
誤
り
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
本
に
押
さ
れ
た
議
書
印

「
顕
軒
」
は
ま
さ
し
く
撰
者
金
箕
性
三
七
五
二
l
一
八
一
一
、
初
名
は
斗

性
、
字
は
成
汝
、
本
貫
は
光
山
)
の
堂
競
(
「
願
吉
軒
」
)
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
本
は
撰
者
の
手
津
本
で
あ
る
。
夫
馬
進
数
授
が
言
、
つ
よ

う
に
、
天
理
国
書
館
今
西
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
た
洪
昌
漢
(
一
六
九
八
l
一七

四
九
、
権
臣
洪
園
祭
の
租
父
)
の
『
燕
行
日
記
」
が
同
一
の
筆
跡
な
ら
ば
、

こ
れ
は
金
箕
性
の
目
下
の
同
一
人
物
が
筆
潟
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

撰
者
略
歴
が
未
詳
で
あ
る
と
い
う
が
、
金
箕
性
は
悲
運
の
人
物
、
思
悼
世
子

(
一
七
三
五
l
六
二
、
英
組
の
子
、
正
組
の
父
)
の
婿
に
な
っ
た
光
思
副
尉

で
あ
る
。
彼
の
生
涯
は
仲
兄
金
箕
憲
が
撰
し
た
「
有
明
朝
鮮
園
綬
椋
大
夫
光

恩
副
尉
策
五
衛
都
掠
管
余
公
墓
誌
銘
」
(
ソ
ウ
ル
大
島
ナ
校
杢
章
関
所
蔵
)
に

詳
し
い
。

ロ
.
「
燕
行
詩
」
(
蔚
程
詩
稿
)
一
巻
一
冊
、
撰
者
未
詳

【
訂
正
】
こ
の
書
は
夫
馬
進
教
授
が
言
、
つ
よ
う
に
『
菊
山
紀
程
』
(
『
燕
行
録

選
集
』
『
圏
諸
燕
行
録
選
集
」
『
燕
行
録
全
集
』
に
す
べ
て
牧
録
)
か
ら
詩
だ

け
を
抜
粋
し
て
編
輯
し
た
も
の
と
し
て
よ
い
。
た
だ
し
、
内
谷
を
通
じ
て
撰

者
が
李
海
庭
(
一
七
七
五
1

一
八
二
五
)
で
あ
る
こ
と
を
確
定
で
き
る
。
李

海
陸
の
字
は
聖
瑞
、
援
は
東
華
、
本
貫
は
韓
山
で
あ
っ
て
、
五
十
一
歳
の
時

で
あ
る
一
八
二
五
年
の
生
員
試
に
合
格
後
、
同
じ
年
に
浸
し
た
。
文
集
と
し

て
『
束
華
遺
稿
』
一
一
一
巻
(
寓
本
)
が
岡
立
中
央
園
書
館
に
停
わ
る
。

日
.
『
中
州
偶
録
』
(
入
燕
記
)
一
巻
一
冊
、
撰
者
未
詳

【
補
充
資
料
】
内
題
が
「
磐
山
雑
著
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
撰
者
の
競
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は
磐
山
と
思
わ
れ
る
。
一
八
O
七
年
の
一
止
使
南
公
轍
の
随
行
員
と
し
て
北
京

に
赴
い
た
が
、
そ
れ
が
初
め
て
の
燕
行
で
あ
っ
た
。
夫
馬
進
教
授
が
新
た
に

愛
掘
(
本
書
頁
一
四
五
)
し
た
南
公
轍
の
『
(
燕
行
)
円
記
』
(
お
茶
の
水
国

書
館
所
寂
)
に
、
『
中
州
偶
録
(
入
燕
記
)
』
の
撰
者
を
明
ら
か
に
す
る
端
緒

が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

日
『
燕
行
録
』
一
巻
一
所
、
李
敬
尚
撰

【
補
充
資
料
】
撰
者
李
敬
品
(
一
七
五
六
l
一
八
一
二
三
)
の
略
照
は
、
弟
子

金
平
歎
(
一
八
一
九
l
八
八
)
の
「
周
衣
李
先
生
停
」
、
「
周
衣
李
先
生
詩
集

序
」
(
『
重
庵
先
生
集
』
、
園
立
中
央
園
書
館
所
蔵
)
な
ど
に
詳
し
い
。
彼
は

白
沙
李
恒
幅
(
一
五
五
六
l
一
ム
ハ
一
八
)
の
庶
子
で
あ
る
李
箕
男
の
五
世
孫

で
あ
る
。

【
訂
正
】
夫
馬
進
教
授
は
彼
の
詩
を
通
じ
て
、
李
敬
点
が
「
進
士
壮
元
」
は

し
た
が
「
文
科
及
第
」
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
と
し
た
が
、
そ
う
で
は
な

い
。
彼
の
詩
句
は
進
士
社
元
も
賓
情
に
恥
ず
か
し
い
(
進
祉
稽
競
抽
出
賓
情
)
、

す
な
わ
ち
進
士
試
に
合
格
し
た
こ
と
が
な
い
が
、
清
で
そ
の
よ
う
に
稽
さ
れ

る
の
で
恥
ず
か
し
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

日
山
『
蔚
程
散
考
』
一
巻
一
所
、
金
向
学
民
撰

【
補
充
資
料
】
撰
者
金
皐
民
(
一
七
九
二
l
一
八
六
九
)
は
一
八
二
二
年
の

副
使
金
啓
温
(
一
七
七
三
l
一
八
二
三
、
『
嬬
軒
私
稿
』
筆
官
何
本
一
三
加
が

あ
る
、
園
立
中
央
園
書
館
所
裁
)
の
父
方
の
従
兄
弟
の
子
で
あ
り
、
子
弟
軍

官
と
し
て
参
奥
し
た
が
、
共
に
子
弟
軍
官
と
し
て
赴
い
た
金
皐
曾
(
一
七
八

一一

1
一
八
三
五
)
も
ま
た
、
金
啓
淵
の
父
方
の
従
兄
弟
の
子
で
あ
る
。
こ
の

二
人
は
ど
ち
ら
も
吏
苗
日
刊
書
を
務
め
た
余
向
星
(
一
七

O
三
l
五
五
、
競
は

陶
渓
)
の
曾
孫
た
ち
で
、
庶
子
の
子
孫
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、
余
事
舎
は

先
に
述
べ
た
『
燕
行
詩
(
蔚
程
詩
稿
)
』
の
撰
者
李
海
態
と
は
息
子
夫
婦
の

親
同
士
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
金
目
苧
曾
は
李
海
懸
の
次
男
李
先
番
(
一
八

O

四
1

七
七
、
一
八
一
一
一
一
年
進
上
試
合
格
)
の
妻
の
父
で
あ
る
。

ロ
.
「
随
槌
円
録
』
一
巻
一
冊
、
撰
者
未
詳

【
補
充
資
料
】
撰
者
は
妃
泉
と
い
う
披
を
持
ち
、
低
く
貧
し
い
身
分
で
あ
っ

た
。
一
八
二
五
年
の
正
使
李
勉
昇
(
一
七
六
六
l
一
八
三
五
)
の
随
行
員
と

し
て
北
京
に
赴
き
、
一
八
三
五
年
に
浸
し
た
。
間
巷
人
(
中
人
階
級
)
の
中

に
杷
泉
子
金
柘
孫
と
い
う
者
が
お
り
、
越
照
龍
の
『
壷
山
外
記
』
に
載
っ
て

い
る
。
金
柘
孫
は
超
照
龍
と
友
人
で
あ
っ
て
、
『
壷
山
外
記
』
が
編
纂
さ
れ

た
一
八
四
四
年
以
前
に
浸
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
者

か
も
知
れ
な
い
。
夫
馬
准
一
教
授
は
彼
と
共
に
北
京
に
赴
い
た
人
物
で
あ
る
玄

封
と
雨
村
が
『
随
様
日
銀
』
に
多
く
舟
場
す
る
が
未
詳
で
あ
る
と
す
る
が
、

玄
封
は
李
敬
天
の
堂
援
で
あ
り
、
雨
村
は
南
向
教
ご
七
八
一
二
l
一
八
六
六
、

初
名
は
向
中
)
の
援
で
あ
る
(
宇
は
文
叔
、
本
貫
は
宜
豊
)
。
南
向
教
は
一

九
世
紀
の
著
名
な
詩
人
で
あ
る
。
一
八
一
六
年
の
進
士
試
に
合
格
し
た
後
、

蔭
職
と
し
て
玄
風
豚
監
、
幽
=
一
旦
慕
郡
山
寸
、
寧
海
都
護
府
使
、
忠
州
牧
使
な
ど
を

務
め
た
。
『
主
円
浪
汗
館
初
稿
』
(
高
麗
大
向
学
校
等
所
寂
)
、
『
雨
村
詩
稿
』
(
ソ

ウ
ル
大
島
7

校
套
章
閤
所
寂
)
な
ど
の
寝
本
が
惇
わ
る
。

日
目
.
「
捗
燕
藁
」
三
巻
三
所
、
洪
錫
諜
挟

【
補
充
資
料
】
洪
錫
設
の
生
浅
年
は
一
七
八
一
!
一
八
五
七
。
一
八
O
四
年

の
生
員
試
に
合
格
し
、
蔭
職
と
し
て
南
原
府
使
な
ど
を
務
め
た
。

m.
「
随
桂
円
録
』
不
分
省
一
粉
、
撰
者
未
詳

【
訂
正
】
夫
馬
進
教
授
は
撰
者
が
書
賦
官
越
乗
亀
の
随
行
員
で
あ
る
と
す
る

が
、
本
文
を
調
べ
て
み
る
と
撰
者
は
越
乗
通
と
以
前
か
ら
奮
知
の
間
柄
で
あ

っ
た
だ
け
で
あ
り
、
正
使
柳
相
一
昨
の
随
行
員
と
し
て
赴
い
た
こ
と
(
初
回
)

が
分
か
る
。
撰
者
は
同
行
し
た
趨
秀
三
に
つ
い
て
「
今
年
潟
六
十
八
、
而
七
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赴
燕
京
」
と
記
し
て
い
る
。
越
秀
三
(
一
七
六
二

l
一
八
四
九
)
は
有
名
な

閤
巷
(
中
人
)
詩
人
で
あ
り
、
越
回
一
龍
た
ち
の
記
録
(
『
壷
山
外
記
』
)
に
は

全
部
で
六
回
北
京
に
赴
い
た
こ
と
で
登
場
し
て
い
る
。
撰
者
の
記
録
が
不
明

確
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
、
韓
園
の
間
半
界
で
は
、
超
秀
三
が
六
回
北

京
に
赴
い
た
こ
と
で
庚
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
混
同
を
防
ぐ
た
め
に
別
注

註
稗
が
必
要
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

山
山
『
燕
栓
酬
帖
』
不
分
巻
二
冊
、
越
鳳
振
等
撰

【
補
充
資
料
】
一
八
三
三
年
に
使
行
し
た
三
人
の
詩
、
庭
酬
作
を
集
め
た
こ

の
書
に
見
え
る
憲
秀
は
、
間
巷
(
中
人
)
詩
人
と
し
て
有
名
な
崖
憲
秀
で
あ

る
。
本
貫
は
水
原
、
字
は
元
度
、
競
は
愚
山
で
あ
る
。
筆
寝
本
の
詩
集
『
愚

山
稿
』
、
『
愚
山
詩
集
』
な
ど
が
韓
園
皐
中
央
研
究
院
戒
室
田
閣
を
は
じ
め
と
し

て
数
庭
に
停
わ
っ
て
い
る
。
沈
能
淑
穴
七
八
二

l
一
八
四
O
)
の
文
集

『
後
世
知
可
』
(
察
本
、
子
孫
家
裁
本
)
第
六
加
に
「
迭
崖
元
度
赴
燕
説
」

が
あ
る
。
一
八
三
六
年
の
一
止
使
中
在
植
(
一
七
七
O
!
会
八
四
三
)
に
随
行

し
て
い
っ
た
罪
憲
秀
へ
銭
に
贈
っ
た
文
章
だ
が
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
内
零

が
あ
る
。
「
悼
推
奨
巳
(
一
八
三
一
二
)
随
副
行
人
入
燕
、
三
年
丙
申
(
一
八

一
二
六
)
遥
疾
存
朔
而
起
、
甘
一
ハ
秋
随
上
行
人
又
適
燕
」
o

こ
こ
か
ら
彼
が
一
八

三
三
年
、
一
八
三
六
年
の
二
回
、
北
京
に
赴
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
一

八
三
六
年
に
は
正
使
、
副
使
、
童
日
朕
官
、
山
住
憲
秀
た
ち
随
行
員
三
人
、
詳
官

李
向
辿
と
で
北
京
に
行
く
這
す
が
ら
詩
を
唱
酬
し
つ
つ
、
北
京
に
到
着
す
る

や
い
な
や
中
園
水
版
本
と
し
て
『
相
看
編
』
(
ソ
ウ
ル
大
学
校
杢
章
閤
等
所

蔵
)
を
刊
行
し
た
の
が
有
名
で
あ
る
。

幻
.
『
玉
河
口
記
』
不
分
巻
三
冊
、
金
賢
根
挟

【
訂
正
】
撰
者
金
賢
根
は
純
租
の
尉
馬
束
寧
尉
で
あ
り
、
父
は
金
典
子
淳
で
な

く
金
漢
淳
で
あ
る
。
祖
父
は
淵
泉
金
履
陽
(
一
七
五
五
l
一
八
四
五
、
初
名

は
履
永
)
で
あ
る
。

ぉ
.
「
燕
行
録
」
不
分
巻
三
冊
、
朴
、
水
元
撰

【
補
充
資
料
】
朴
永
元
三
七
九
一
}
(
会
八
五
四
)
の
『
燕
行
録
』
は
米
園

ハ
ー
バ
ー
ド
大
墜
に
興
本
が
あ
る
。
「
北
較
録
」
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
書
は
お
そ
ら
く
撰
者
と
同
じ
少
論
系
の
先
輩
で
あ
る
李
義
鳳

(
一
七
三
三
l
一
八
O
一
、
初
名
商
鳳
)
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
延
世
大
挙
校

中
央
園
書
館
に
寓
本
五
巻
五
加
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
李
義
鳳
の
本
貫
は
全

州
、
字
は
伯
群
、
擦
は
憾
隠
で
あ
り
、
世
宗
の
五
回
力
で
あ
る
慶
平
大
君
の
子

孫
で
あ
る
。
父
親
は
大
司
憲
を
務
め
た
李
徽
中
(
一
七
一
五
l
八
六
)
で
あ

り
、
彼
は
徐
命
麿
(
一
七
会
六
l
八
七
)
の
姉
の
夫
で
も
あ
る
。

川
此
.
「
燕
行
円
一
記
』
一
巻
一
冊
、
黄
某
挟

【
訂
正
】
こ
の
書
の
撰
者
黄
某
は
、
署
員
黄
道
淵
(
一
八
O
七
l
八
四
、
競

は
恵
翁
・
恵
庵
、
本
貫
は
昌
原
)
で
あ
る
。
彼
は
ソ
ウ
ル
武
橋
洞
に
開
業
を

し
て
名
を
馳
せ
、
『
墜
方
活
套
』
な
ど
の
著
述
を
遺
し
た
。
子
、
黄
泌
秀

(
披
は
慎
村
)
も
ま
た
警
員
で
あ
り
、
事
者
と
し
て
も
山
版
業
者
と
し
て
も

名
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

U
.

「
燕
栓
日
銀
』
三
巻
三
冊
、
金
直
淵
撰

【
補
充
資
料
】
金
直
淵
の
生
浸
年
は
一
八
一
一
、
Il--
八
四
、
本
貫
は
清
風
。
異

本
の
存
在
を
確
認
で
き
な
い
と
し
て
い
る
が
、
二
O
O
七
年
一
一
月
京
畿
這

義
王
市
で
、
義
王
市
に
住
む
子
孫
の
家
に
所
寂
さ
れ
た
金
直
淵
の
文
集
『
品

山
漫
録
」
(
全
二
O
珊
)
内
の
『
燕
栓
録
」
(
漢
文
本
二
所
)
と
、
こ
れ
と
別

途
の
『
包
司
o
』
寸
』
(
ハ
ン
グ
ル
本
三
珊
)
が
後
掘
、
公
開
さ
れ
た
。

ぉ
.
「
捗
燕
録
(
燕
行
日
記
)
』
一
巻
一
所
、
撰
者
未
詳

【
訂
正
】
こ
の
資
料
は
韓
園
と
日
本
の
東
洋
文
庫
に
異
本
が
あ
る
。
林
基
中

教
授
が
十
分
な
説
明
な
く
成
仁
浩
(
一
八
一
五
!
八
七
)
撲
と
の
み
し
た
こ
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と
に
夫
馬
進
教
授
は
首
肯
し
か
ね
て
い
る
が
、
こ
の
資
料
は
成
祐
曾
(
一
七

八
三

i
一
八
六
四
)
の
『
若
山
燕
詩
録
』
と
共
に
昌
寧
成
氏
の
一
族
か
ら
刊

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
成
仁
浩
は
成
仁
鏑
の
誤
り
で
あ
る
。
一
八
六
九
年

の
燕
行
以
後
、
掌
楽
院
主
簿
、
向
衣
院
主
簿
な
ど
を
務
め
た
。
成
一
桁
曾
は
正

租
年
間
、
向
学
問
と
文
撃
で
名
を
馳
せ
た
主
円
城
成
大
中
(
会
七
一
一
一
一
一
)
¥
八

O

九
)
の
孫
で
あ
る
。
ま
た
、
成
祐
曾
と
成
仁
鏑
は
父
子
の
間
柄
で
あ
る
。

『
昌
寧
成
氏
桑
谷
公
ほ
諮
』
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日

ω
『
燕
行
録
』
二
巻
二
冊
、
沈
履
津
撰

【
補
充
資
料
】
沈
履
津
の
生
浸
年
は
一
八
一
一
一
一
一

i
l
i
-
-

、
九
二
。

犯
『
燕
記
』
五
巻
五
冊
、
南
一
一
而
撰

【
補
充
資
料
】
南
一
祐
(
初
名
は
一
愚
、
披
は
愚
堂
)
の
生
浸
年
は
会
八
三

七
l
八
六
。

お
『
観
華
誌
』
一
二
巻
六
冊
、
李
承
五
撰

【
補
充
資
料
】
李
承
五
の
生
浸
年
は
一
八
三
七
1
一
九

0
0
0
異
本
が
韓
園

の
他
に
米
園
ハ
ー
バ
ー
ド
大
事
に
も
あ
る
。

第
九
章
の
使
琉
球
録
と
使
朝
鮮
録
と
は
、
中
園
か
ら
琉
球
へ
一
淑
達
さ
れ
た
、

ま
た
中
園
か
ら
朝
鮮
へ
汲
達
さ
れ
た
使
臣
が
記
録
と
し
て
遺
し
た
史
料
で
あ

る
。
夫
馬
進
教
授
は
こ
の
二
つ
の
史
料
の
針
比
考
察
を
通
じ
て
新
し
い
事
賓

を
確
認
し
た
。
使
琉
球
録
は
使
朝
鮮
録
に
比
べ
て
資
料
の
貼
数
が
は
る
か
に

少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
容
は
よ
り
豊
富
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ

の
理
由
の
推
定
|
|
朝
鮮
に
針
す
る
精
神
的
な
距
離
感
が
あ
ま
り
に
近
か
っ

た
こ
と
|
|
、
さ
ら
に
『
使
琉
球
録
」
の
陳
侃
と
『
使
朝
鮮
録
」
の
襲
用
卿

の
需
接
な
関
係
な
ど
、
興
味
あ
る
追
跡
が
績
い
て
い
る
。
書
評
者
は
『
使
琉

球
録
』
朝
鮮
活
字
本
(
二
巻
一
冊
、
日
本
図
合
同
国
書
館
所
戴
)
が
あ
っ
た

と
い
う
事
賓
を
初
め
て
知
っ
た
(
藤
本
幸
夫
教
授
に
よ
っ
て
初
め
て
公
に
さ

れ
た
)
o

ち
ょ
う
ど
枠
明
大
皐
校
に
も
朝
鮮
活
字
本
『
使
朝
鮮
録
』
(
零
本
一

冊
)
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
二
冊
が
同
じ
甲
辰
字
活
字
で
、
中
十
郭
の

大
き
さ
も
二
二
・

O
×
二
二
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
同
一
の
版
で

あ
る
こ
と
を
加
え
て
確
認
し
た
。

四

本
主
目
を
諌
ん
で
生
じ
た
幾
つ
か
の
疑
問
貼
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
つ
は
論
考
に
核
心
的
に
援
用
さ
れ
て
い
る
一
部
の
人
物
た
ち
が
、
首
時

の
皐
術
史
を
代
中
府
内
14d
る
ほ
ど
の
、
一
級
の
人
物
た
ち
で
あ
っ
た
か
と
い
う

黙
で
あ
る
。
金
主
口
匝
が
ま
ず
そ
う
で
あ
り
、
翁
方
綱
の
人
物
を
誹
っ
た
朴
思

浩
が
そ
う
で
あ
る
。
金
善
臣
は
金
正
喜
が
何
度
も
そ
の
皐
聞
を
批
判
し
た
こ

(
6
)
 

と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
物
た
ち
本
位
で
朝
鮮
で
の
漢
皐
・
宋
墜
論
争
を

論
ず
る
の
は
、
客
観
的
で
あ
る
は
ず
も
な
い
。

も
う
一
つ
は
翁
樹
昆
と
申
在
植
に
つ
い
て
の
記
述
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
黙
で
あ
る
。
翁
樹
山
昆
が
朝
鮮
の
金
石
文
資
料
入
手
の
た
め
の
私
欲

か
ら
、
朝
鮮
の
交
遊
者
た
ち
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
よ
う
な
印
象
を
興
え
る

記
述
は
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
園
境
を
超
越
し
た
、

心
か
ら
渉
み
出
た
深
い
親
交
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
あ
ま
り
に

f

台
定
的
な
印

象
を
輿
え
る
。
ま
た
、
申
在
植
に
つ
い
て
の
記
迷
、
す
わ
な
ち
『
筆
語
』
の

編
纂
に
金
正
喜
が
介
入
し
た
よ
う
だ
と
い
う
言
及
(
著
者
の
序
文
に
、
こ
れ

に
つ
い
て
の
見
解
修
正
が
あ
る
に
は
あ
る
)
も
、
多
少
無
理
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
申
在
植
の
著
作
は
現
存
す
る
も
の
が
な
い
の
で
そ
の
よ
う
に
言

及
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
首
代
最
高
の
文
向
学
者
が
任
命

(
7
)
 

さ
れ
る
大
提
撃
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

(
8
)
 

「
誇
者
後
記
」
に
言
及
さ
れ
た
こ
と
だ
が
、
本
書
の
新
し
い
嗣
角
と
見
解
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は
、
韓
園
の
研
究
者
た
ち
に
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
た
。
十
八
世
紀
の
通

信
使
の
、
向
学
問
の
(
貰
状
を
暴
き
出
し
た
部
分
が
そ
れ
で
あ
る
。
著
者
の
研
究

に
よ
れ
ば
、
骨
回
時
、
通
信
使
た
ち
が
日
本
で
一
方
的
に
向
学
問
を
惇
授
す
る
立

場
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
。
む
し
ろ
朝
鮮
通
信
使
た
ち
が
奮
態
依
然

と
し
て
未
子
撃
だ
け
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
時
、
日
本
で
は
古
島
ナ
で
朱
子
同
学

を
相
封
化
さ
せ
る
日
本
の
皐
者
た
ち
に
固
阻
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
と

い
う
。
結
局
、

H
本
の
古
悶
晶
子
は
学
問
の
自
己
運
動
と
し
て
、
清
の
考
詮
撃
と

似
た
時
期
に
似
た
性
格
の
皐
問
段
階
に
移
行
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
と
比
較
す

る
と
、
朝
鮮
の
皐
聞
は
朱
子
撃
か
ら
一
歩
も
踏
み
出
せ
ず
に
い
た
と
い
う
、

首
時
の
朝
鮮
の
皐
聞
の
位
相
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
皐
聞
の
愛
展
性
と
相
釘
的
に
、
朝
鮮
の
向
学
問
の
停
滞
性
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
洪
大
容
、
朴
祉
源
、

J
若
鏡
た
ち
賓
附
学
者
の

進
歩
的
な
向
学
聞
が
一
方
に
あ
る
に
は
あ
る
も
の
の
、
夫
馬
進
教
授
の
こ
の
新

し
い
主
張
に
、
韓
園
の
皐
界
は
答
え
を
見
つ
け
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
時
で
あ

る
。
夫
馬
進
教
授
の
こ
の
力
作
は
燕
行
使
と
通
信
使
を
一
つ
に
束
ね
て
見
る

視
角
を
向
学
界
で
最
初
に
提
示
し
た
だ
け
で
な
く
、
比
較
を
通
じ
た
客
観
化
と
、

既
存
の
研
究
が
か
つ
て
光
を
醤
て
て
い
な
か
っ
た
細
密
な
部
分
を
鋭
く
扱
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
の
族
行
記
録
類
か
ら
晶
画
時
の
人
の
意
識
、
由
学
術

の
現
場
な
ど
を
生
き
生
き
と
再
構
成
し
た
。
六
百
程
に
迫
る
燕
行
録
の
山
に

戸
惑
い
、
曲
以
細
な
素
材
的
接
近
や
、
散
愛
的
な
個
別
の
燕
行
録
探
討
に
止
ま

っ
て
い
る
燕
行
録
研
究
の
現
賓
態
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
労
作
で
あ
る
と
言
い

た
い
。
著
者
は
序
文
で
「
事
賓
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り
」
と
い
う
諺
を
記
し

た
が
、
事
(
貫
を
用
い
て
小
説
並
み
に
面
白
く
書
か
れ
た
こ
の
力
作
を
、
あ
ま

り
に
無
味
乾
燥
に
書
評
し
た
よ
う
で
恐
縮
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

+宇田-(
l
)

夫
馬
進
「
林
基
中
、
夫
馬
進
編
「
燕
行
銀
全
集
日
本
所
職
編
」
」

(
『
東
洋
史
研
究
』
第
六
一
巻
第
四
競
、
二

O
O
二
)
か
ら
最
近
の

左
江
「
『
燕
行
銀
全
集
』
考
訂
」
(
『
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
」
第
四
輯
、

中
華
書
局
、
二

O
O
八
)
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

(
2
)

吉
田
圭
余
編
、
全
一

O
冊
、
準
古
房
、
二

O
O
七。

(
3
)

こ
の
本
は
乾
、
坤
二
冊
で
あ
る
が
、
乾
珊
は
ソ
ウ
ル
大
学
校
中
央

固
書
館
、
坤
冊
は
天
理
園
書
館
に
別
々
に
所
寂
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)

高
租
父
で
あ
る
成
後
龍
が
成
俊
肴
(
文
科
、
昨
司
)
の
庶
子
と
し

て
生
ま
れ
た
。
成
後
龍
は
墜
員
と
し
て
名
が
あ
っ
た
が
、
子
孫
た
ち

は
文
撃
で
名
撃
が
あ
っ
た
。
そ
の
次
男
成
碗
が
一
六
八
二
年
の
通
信

使
行
に
書
記
と
し
て
参
加
し
、
成
琉
の
従
曾
孫
成
大
中
も
一
七
六
三

年
の
通
信
使
行
に
書
記
と
し
て
参
加
し
た
。

(
5
)

金
善
臣
と
関
連
し
て
、
本
書
頁
二
二

O
、
註
二
一
六
の
、
『
治
山
小

集
』
は
現
在
は
惇
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
と
い
う
記
遮
は
、
修
正
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
「
清
山
小
集
」
は
、
余
鎗
が
編
ん

だ
『
温
庭
叢
書
』
(
筆
宗
本
三
四
巻
ム
七
冊
、
李
議
魯
所
菰
)
内
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
金
善
臣
に
は
兄
、
金
差
口
民
(
一
七
七

一一

1
一
八
二
二
)
が
い
る
が
、
一
八

O
四
年
、
中
園
に
行
き
来
し

『
観
燕
録
』
(
米
園
議
曾
国
書
館
所
裁
、
筆
潟
本
二
冊
)
を
遺
し
た
。

(
6
)

中
庸
説
、
昔
曾
開
之
、
今
見
其
説
、
亦
千
占
未
設
之
己
円
、
而
善
於

粥
紛
失
。
然
向
誰
説
此
、
若
使
清
山
輩
見
之
、
又
欲
起
而
争
之
失
。

(
『
院
堂
先
生
全
集
」
巻
二
「
奥
合
季
」
四
)
o

清
山
口
正
功
令
中
人
、

始
未
嘗
下
工
於
経
術
、
其
言
皆
浸
裁
量
、
難
宋
以
後
門
戸
、
使
不
足

ニ
一
日
、
難
如
不
候
之
最
下
劣
者
、
未
営
円
以
此
等
説
来
信
也
。
不
料
於
中
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朝
諸
公
、
抗
属
不
十
如
是
也
。
惟
願
諸
公
之
恕
之
而
己
。
又
無
庸
斤

斤
置
下
不
己
也
。
所
謂
論
漢
底
豆
寸
文
、
不
解
束
西
、
顛
倒
日
円
披
、
幸

亦
更
加
備
陳
開
導
、
此
人
頗
慧
、
特
見
聞
未
慶
、
庶
可
開
悟
。
(
『
院

堂
先
生
全
集
』
巻
五
「
輿
李
月
汀
」
)
。
清
山
向
童
日
排
愈
往
愈
奇
、
不

料
清
山
之
慧
識
通
敏
、
如
是
韓
轄
入
魔
。
此
朱
夫
子
所
云
心
地
不
虚

我
見
太
重
者
、
潟
其
大
病
根
也
o

(

『
院
堂
先
生
全
集
』
巻
五
「
輿

人」
)

0

(
7
)

申
在
植
の
文
集
は
子
孫
の
家
に
惇
え
ら
れ
受
け
継
が
れ
て
き
た
が
、

一
九
五

O
年
六
・
二
五
動
乱
の
際
、
焼
失
し
た
と
い
う
。
申
在
植
の

729 

『
筆
語
』
(
山
東
省
園
書
館
本
)
は
韓
園
で
も
誇
註
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
(
『
(
冬
至
使
申
在
植
斗
曾
友
銀
)
筆
謹
」
、
李
相
敦
、
金
哲
誇

註
、
保
景
文
化
壮
、
二

O
O
四
、
非
責
品
)
。

(
8
)

鄭
蓋
獲
、
河
政
植
、
沈
慶
回
天
、
洪
性
鳩
、
権
仁
溶
共
詳
。
代
表
誇

者
は
鄭
古
室
燃
ー
で
あ
る
。

『叶
L

想
外
斗
号
パ
ベ
し
パ
吋
」
二

O
O
八
年
五
月
ソ
ウ
ル
新
書
苑

A
五
判
五
二
八
頁
二
八

0
0
0
ウ
ォ
ン
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